
　京都産業21が運営管理を行っているけいはんなオープンイ
ノベーションセンター（KICK）では、①貸研究スペースの提供に
よる研究開発支援、②シアター・会議室を完備しビジネス展示会
などの開催も可能なコンベンション施設の提供、そして③５G基
地局、けいはんなロボット技術センター、ドローン飛行場、けいは
んな公道走行実証実験プラットフォーム（K-PeP）などによる総合
実証支援拠点として、PoC（概念実証）等の支援を行っています。

　例えば５Gについては、屋内と屋外に計3か所の５Gアンテナ
を整備をすることで、研究・開発者による５G技術を利用した実

証実験による、次世代通信機器等の
開発を推進しています。
　その他にも、５G通信を利用した映
像伝送機能付きロボットの開発、５G
通信による制御を利用したドローン
飛行など、KICKにある実証設備を総合的に組み合わせること
で様々な応用実証実験にも活用していただいています。
　また、K-PePは自動運転等の新技術を活用した安全快適な
新たな交通システム等の開発に向けて、自由に研究開発や実
証実験が行える日本で初めての企業乗合型、住民参加型の公
道走行実証実験プラットフォームです。この実証実験でもKICK
敷地を利用することで、屋外５G通信を組み合わせ、より正確で
安全な運転制御の走行実証を行うことが可能です。

　AR（拡張現実）やVR（仮想現実）などXRの技術を使って、自
動走行中に搭乗者が感じる危険やストレス、車酔いを軽減し、
快適な自動走行環境を実現するための研究を行っています。
現在、開発を進めているのが、没入型スクリーンと揺動シート
を組み合わせたXRシステムです。自動走行車内にXR空間を実
現するとともに、センサとアクチュエータで振動や加速度を制
御するシートを搭載。スピード感や、急発進、急ブレーキ、カー
ブによる揺れなど、運転から解放された「搭乗者」の移動感覚を
制御することで、快適な自動走行環境をつくろうとしています。
　2021（令和3）年4月からKICK内でXRシステムの開発に取り
組み、5月からはKICK構内で自動運転車両を使った実証実験
を開始しました。
　実際に自動走行車に没入
型スクリーンと揺動シートを
搭載し、自動走行中に運転
者が不快やストレス、乗り物
酔いを感じる要因を探り、解
決方法を検証しています。

　開発課題の一つは、自動走行実験を行う場所が限られてい
ることです。KICKで実験に必要な広さとルートを確保できたお
かげで、安全かつ有意義に研究が進んでいます。5G通信が可
能な道路もあり、いずれ通信実験が必要になった時に活用でき
ることも便利に感じています。将来の実用化を目指す上では企
業との連携も必要です。今後、KICKを活用する先進的な企業
と出会えることにも期待しています。
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 北部支援センター　TEL：0772-69-3675  E-mail：hokubu@ki21.jp

北 部 企 業 紹 介

ステンレスも扱う熱間型鍛造品製造会社として
幅広い地域の顧客を獲得

　当社は1965（昭和40）年の創業
時より、熱間型鍛造品の製造を手が
けてきました。高温に加熱した金属
を、金型上で加工する熱間型鍛造は、
金属の靭性が高まり、寸法精度が高
く、量産や複雑な形状の加工を効率
よく行えることが大きな特徴です。主

力品目は、化学プラントや建機、半導体製造装置、高層ビルの防
災設備などに使われる継手・バルブといった高圧配管用付属部
品で、一部、NC旋盤による機械加工も自社で行っています。
　強みはステンレスを扱っている点にあります。ステンレスは
鉄よりも硬いことから、加工に用いる金型の耐久性が低く、ま
た、材料費が高いため不良を出した際の損失も大きい。さら
に、100～2,000個程度と小ロット多品種の受注が多いため、
全国的に扱っている会社が少ないのが現状です。そのため、業
界では“ステンレス
の尾崎”として東
京、山形など遠方の
メーカー・工場から
も受注しており、顧
客数は約40社にの
ぼります。現在で
は、ステンレス鍛造

品が、全生産量の約3分の1を占めるまでになりました。

機械加工の体制を整え、さらなる販路開拓を目指す
　今後は、さらなる販路開拓に向けて、売上全体の約５％にとど
まっている機械加工を積極的に展開したいという思いがありま
す。そのためには人材不足の解消と設備投資が不可欠です。
2021（令和3）年は京都産業21・京都府の補助金「小規模企業
等経営基盤強化支援事業」を活用し、材料を従来機より高速で
切断できる全自動の丸鋸切断機を導入、切断工程における人
員体制の効率化が実現しました。
　京都産業21には補助金のみならず、『京都ビジネス交流フェ
ア』や商談会など、多角的に支援をいただいてきました。人材確
保が順調に進めば、ものづくりの基礎を学べる講座や中堅社員
向けの研修といった京都産業21主催のセミナーに、社員をど
んどん参加させたいと思っています。京都産業21の支援の中
で最大のメリットだと感じているのは、京都府北部地域におけ
る各業界の動向をはじめ、経営判断に必要なさまざまな情報を
得られることです。将来的には情報の共有や企業連携など、地
域全体における、よりよい企業経営の共有・実践につなげること
ができればと考えています。

取  材

取  材

北部地域において、自社の強みを生かし、
積極的に将来の産業構造や顧客ニーズに備えて努力を続けている
中小企業を紹介します。

株式会社尾崎鐵工
https://www.ozkf.jp

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長／尾﨑 至弘
●所　在　地／京都府京丹後市大宮町河辺1173
●電　　　話／0772-68-0330　　●創　　　業／1965（昭和40）年
●事 業 内 容／特殊鋼・ステンレス鋼の熱間型鍛造品製造（鍛造金型製作含む）、

NC旋盤による高圧継手の機械加工
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代表取締役社長　尾﨑 至弘 氏

ステンレス鋼の熱間型鍛造部品を得意とし、
製品重量50gから45kgまで対応。

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ けいはんな支所　TEL：0774-66-7545  E-mail：kick@ki21.jp

けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）のご案内

総合実証支援拠点としての（KICK）

奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 准教授　神原 誠之 氏

K-PePイメージ

揺動シート 車内に装備したスクリーン

XR技術を駆使し、自動走行車内に安全で快適な環境を実現する
施設を利用した実証の事例

KICK構内で自動走行実験

健康・医療、エネルギー・ICT、農業、文化・教育などの先進的な研究開発を推進するオープンイノベーション拠点。

　KICKでは、実際に実証を行う前に見学（無料対応）にお越
しいただく事も可能です。
　製品開発に係る実証スペースでお困りの方は、下記連絡先
までお問合せください。　http://kick.kyoto/fab-space/


